
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今月の「みね新聞５７号」は前号に引き続き、 

桜ヶ丘のまちづくりについて取り上げたいと思い 

ます。 

 大和市都市計画マスタープランによると、桜ヶ 

丘周辺の開発は交通インフラの整備に伴い並行的 

に行われるものとされており、段階的には丸子中山茅ヶ崎線の４車線化を図る道路拡幅事業、そして鉄道除却のた

めの立体交差事業に合わせてまちづくりが進む地区とされています。しかし、現実には桜ヶ丘周辺のまちづくりは

あまり進んでいません。まちづくりが進まない原因は「交通インフラ整備が遅れている」ことが最大の原因です。 

丸子中山茅ヶ崎線道路拡幅事業は平成１５年２月２６日にスタートし平成２１年３月３１日完了予定でしたが、事

業開始から１２年近く経った今も完成しておらず、現在は平成３３年３月末までの完了を目指して事業が進められ

ています。桜ヶ丘周辺地域は、道路整備が遅れていることで立体交差事業も遅れ、結果的にまちづくりが進まない

という状況にあります。 

 

 

大和市議会議員  あかみね太一 （３５） 
【プロフィール】昭和 55年 11月 27日生まれ。   【討議資料】 

平成２７年、政党や組織の支援を一切受けずに大和市議会議員選挙に

挑戦し二期目の当選を果たす。古谷田議員、佐藤正紀議員、町田議員

と共に市議会で最も平均年齢が若い会派「明るいみらい大和」結成。 

妻とダウン症の７歳の娘（桜丘小２年）、４歳の長男と２歳の次男の

５人家族。桜ヶ丘在住。防災士としても活動を展開中。 

【発行・連絡先】あかみね太一ｔｅｌ＆ｆａｘ ０４６－２６８－８３３０ 

〒242-0014 大和市上和田 985-4サンヴェール桜ヶ丘 201 

 

 

■丸子中山茅ヶ崎線道路拡幅事業 

 

 

■なぜ道路整備が遅れているのか 

 

 都市計画認可期間の延伸を求める事業計画変 

更認可申請書には「地権者との交渉が難航し、 

事業認可期間に完成させることが困難になった 

ため、事業認可期間を平成 33年３月 31日まで 

延伸したい」と記載があります。 

地権者との交渉が難航し、道路を拡幅するための用地取得が進まず、道路の建設が進んでいないという背景を文

章から読み取ることができます。 

この事業は丸子中山茅ヶ崎線の横浜市境から旧藤沢町田線までのおよそ１キロの区間において車道の４車線化や

歩道整備を行うための事業であり、周辺住民の長年にわたる要望の結果、事業化に至ったものですが、現在の進捗

率は右上の図の通りです。 

事業の進捗が遅れることで、沿道開発や接続する市道の改良工事、鹿島建設が有する広大な敷地の再開発、周辺

環境の改善にも多大な影響を与えています。 

 

丸子中山茅ヶ崎線拡幅事業の計画期間の推移（期間延長回数） 

事業スタート時 平成１５年２月２６日～ 

平成２１年３月３１日完了予定 

計画期間延伸（延長）回数２回 

第１回 平成１５年２月２６日～平成２６年３月３１日に延期 

第２回 平成１５年２月２６日～平成３３年３月３１日に延期 

11,600㎡ 6,800㎡ 

取得済 未取得 

 



 

 
 

「みねスクエア」とは、自由に意見交換を行う少人

数の座談会です。予約や連絡、参加費用は必要あり

ません。ぜひご気軽にご参加下さい。 
●第７１回県市合同スクエア 
２月２１日（日）１０：００～１１：３０ 
場所：桜丘学習センター  ２０２会議室 
（菅原直敏県議との共催となります） 
●第７２回みねスクエア 
３月２６日(土)１６：００～１７：００ 
場所：渋谷学習センター  ３０７会議室 
●第７３回みねスクエア 
４月２４日(日)１６：００～１７：００ 
場所：桜丘学習センター  ２０２会議室 
公務や天候により日程が変更になる可能性があります。恐れ入りま

すが参加される際はホームページなどでご確認下さい。 

 

出張防災講習を行います！ 

皆様からのご要望にお応えして、防災士の私達が無料で出張

防災講習を行います。少人数でもかまいません。 

機材はこちらで用意いたします。気軽にお問い合わせ下さい。 

あわせて皆様からの様々なご意見をお待ちしております。 

メールアドレス  info@akamine.tv 

ツイッター    ＠ａｋａｍｉｎｅｍｉｎｅ 

電話・Ｆａｘ    046-268-8330 
（恐れ入りますが、不在も多いので、ｆａｘやメールのほうが助かります） 
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丸子中山茅ヶ崎線の道路整備に関する私の質問と大和市の答弁の一部をご紹介いたします。 

■地権者とどのような交渉が行われ、不調に終わったのか、市民に明らかにしていただきたい。 

■１回目の延伸理由及び地権者の人数と土地面積及び交渉が難航した理由について説明を求める。 

■この４年間のペースで進捗した場合、全ての用地を取得するまでどれぐらいの期間が必要になるのか。 

■事業完了予定が２度延伸されているが、本市にどのような影響があったのか、平成33年３月までの事業期間が再度

延伸された場合、どのような影響が予想されるのか 

■神奈川県と連携し、2020年に開催される東京オリンピック・パラリンピックに間に合うように事業を完了できるよ

う機運を醸成し、早期完了を目指すべきと考えるがどうか。 

◇大和市の答弁◇ 

１回目の延伸理由は、２回目と同様、地権者との交渉が難航したためとなっている。また、用地買収が必要な地

権者の人数は 99人で、取得する土地の面積は約１万 8400平方メートルとなっており、平成 27年６月末での未買収

用地の面積は約 6800平方メートルとなっている。地権者の主張内容など交渉に係る事項や取得完了見込みについて

は、事業主体である県に確認したところ、今後の事業進捗に影響を及ぼす可能性があるため、回答は控えたいとの

ことである。事業延伸に伴う本市への影響については、事業期間が延伸されることで、慢性的な渋滞の緩和、安全、

快適な歩行空間の確保、近隣道路の交通環境の改善、都市防災機能の充実の実現が遅延することとなる。当該路線

の完成は地域住民の切なる願いであることから、市としても、県と十分な連携を図り、一日も早く完成できるよう

バックアップしていきたいと考えている。 

 ※あかみね太一の一般質問の会議録や録画映像は大和市議会ホームページからご覧いただけます。 
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